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 本研究は、善書における日本受容の問題を問い直し、江戸社会における善書受容の実
態と構造を把握することにより、その様相が有していた問題の検討を試みたものであ
る。 
 第一章では、功過思想の形成と明清期の善書運動の解明を試みた。道教の計量方に基
づいて、明末の仏教陽明学の教理が融合した結果として形成した功過格の原理は、朱子
学の人と運命との関係に対する理解との間で引き裂かれ、その矛盾は明代に露呈するこ
とになる。すなわち善書運動の本質は、儒教の宗教化と三教一致的な道徳実践化の同時
進行にあることを明かにした。 
 第二章では、江戸期善書書目五三点の整理作業を行い、日本における和解や印施の形
態に関する基礎的な考察を行い、黄檗宗・曹洞宗との交流によって善書刊行及び流布の
実態を考察した。また、『舶載書目』の一部を翻刻し、元禄以降に唐船持渡書として伝
来した善書の流通過程を把握し、長崎の知識人が神儒合一の視座から、感応編における
和解のあり方を論述することで、善書に対する認識を検討した。 
 第三章では、中江藤樹・貝原益軒・広瀬淡窓を取り上げ、善書の取捨の仕方に着目し、
思想的様相を明らかにした。藤樹の場合、天による因果応報の道理を、三教一致の視座
を収めた受容であり、顏茂猷の「作命」説を、功過思想まで三教一致の視座から思想の
枠内に取り入れるに対して、益軒は、朱子学の超越的天観念を踏襲し、善書を日用雑書
として注目した。また淡窓については、「敬天」と善書思想との関わりを検討し、実践
として行った『万善簿』の内容を考察した。江戸前期の日本儒者は善書の倫理観を自己
の思想に投影して、次第に実践的方向へと移行していたことを明らかにした。 
 第四章では近世仏教の勧善倫理に注目した。念仏図説が提唱した「念仏＋作福→往生」
という構図は、近世日本仏教の勧善倫理の枠組みを形成しつつ、作福が江戸社会におけ
る善書受容の入り口の一つになっていたという結論に到達した。また、心学教舎が刊行
した善書を通して、三教一致的な「心学」の普及は、民衆レベルで「拡大」し、土着し
た習合的信仰は善書浸透の刺激を受けたがゆえに、新たな開花を迎えていたことを指摘
した。一方、飢饉対策としての施行歌と善書思想との類似性を考察した。かかる「善」
に対する生産的思考は、石門心学と仏教信者との間に共通するものが見出されるもので
あり、江戸の民衆社会における善書の位置づけと浸透のあり方を究明した。 
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  In this work, focusing on the importance of the Japanese translations of the 
morality books, I make an empirical research of its reception and circulation in 
Japan. I also analyze the functional structure of its intellectual reception in the 
Edo society. 
  I deal with the reception and propagation of the morality books as an 
intellectual trend, and develop the present subject regarding its changes due to 
the Japanese translations and how they resonate with the unification of the three 
teachings thinking (sankyō gōitsu shisō) of China from Ming to Qing. I try to 
re-evaluate the position of the morality books in the Edo period. 
  The influence of the morality books doesn´t stop in the framework of Shintoism, 
Confucianism and Buddhism but permeates the whole Edo society from the top. 
Popular Morals during the Edo period did not simply come from Confucian ethics 
ideals such as those of benevolence (jin) or filial piety (kō) but they were extracted 
from the ethics of the unification of the three teachings, which in turn were united 
by the morality books. As for the position of the morality books, I conclude by 
contending that the gist of the perceptions of Good and Evil during the 
pre-modern period were shaped by the ideas contained in the morality books. 
   
   
   
 
 
